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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 70 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 Ｈ16 Ｈ22

人／日 Ｈ17 Ｈ22

人／日 Ｈ17 Ｈ22

人 Ｈ17 Ｈ22

250

避難所収容人数 計画区域内の避難所の収容可能人数 市街地住民、来街者の安全確保を示す指標 260 1,000

公園利用者数 本町公園、桃山公園の１日当たりの平均利用者数 子育てのしやすさ、お年寄りの住みやすさを示す指標 145

50,000

歩行者通行量 駅前を東西に横断する道路の１日当たりの平均歩行者通行量 街のにぎわいを端的に示す指標 897 1,000

施設利用者数 にぎわいプラザ（駅前ビル）の年間利用者数 中心市街地の交流拠点として、交流人口を示す指標 30,066

○市の顔である駅前ビルが暫定使用のみで有効活用されておらず、耐震化、アスベスト対策についても不十分である。
○中心市街地の空洞化が顕著な地区であり、交流拠点の整備による交流人口の確保が必要である。
○中心市街地の空洞化が顕著な地区であり、子育て環境、住環境の整備による定住人口の確保が必要である。
○工場を出入りする大型トラックが住宅地の中の生活道路を頻繁に往復しており、工場地帯と幹線道路を結ぶバイパスにより、人と車を分離する必要がある。
○来街者の利便性や安全性に配慮した都市基盤整備と共に、少子・高齢社会にふさわしい安全・安心でゆとりのある「歩いて暮らせるまちづくり」が必要である。
○計画区域内は家屋が密集しているが、避難所が少なく、来街者にとっても安全な避難所が必要である。

○駅前周辺における顔づくり　（中心市街地活性化基本計画）
○人、モノ、情報溢れる商店街づくり　（中心市街地活性化基本計画）
○人環境に優しいまちづくり　（中心市街地活性化基本計画

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 岐阜県 中津川市 中津川駅周辺地区

計画期間 交付期間 22

大目標　　にぎわいがあり、子どもからお年寄りまで安全・安心にいきいきと暮らせるまちづくり
　　目標１　　交通手段の集中した市の玄関口を拠点として、郊外、市外との交流を盛んにする
　　目標２　　楽しく、安全に歩いて暮らせるまちづくりを通して、中心市街地ににぎわいを取り戻す
　　目標３　　子育て環境、住環境の充実により、中心市街地における定住人口の確保を図る

○ＪＲ中津川駅を中心とした区域で、東美濃地区だけでなく木曽地区への玄関口でもあり、本市の顔として重要な地域である。
○昭和50～53年に駅前再開発事業を行い、その際、駅前ビルに大型スーパーを誘致したが、その後撤退。ビルは市が買い取り１・２階のみ暫定的に使用してきたが、平成19年6月「にぎわいプラザ」としてほぼ全体的な活用を開始した。
○駅裏の地区は鉄道輸送のなごりで住宅地の中に工場地帯が広がっているが、自動車輸送に切り替わったことにより、大型トラックや通勤自動車が非常に狭い生活道路を頻繁に往復している。
○交通手段が自家用車に変わったことにより、駐車場のある大型店舗、幹線道路沿いの郊外型店舗に買い物客が集まり、空き店舗が増加している。
○市役所を始め公共施設も広い敷地の確保できる郊外に移転し、中心市街地における交流拠点の不足と、これらの施設に出入りする交流人口が極端に減少している。
○本地区は中津川市中心市街地活性化基本計画において、市街地整備改善計画、商業活性化計画等が示されている。
○本地区は中津川駅周辺交通バリアフリー基本構想において、重点整備地区として整備構想が示されている。
○本地区は中津川商工会議所の実施した中心市街地活性化コンセンサス形成事業において、商店街、地元住民が一体となった検討、取り組みがなされている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
　●中心市街地活性化基本計画の認定を受けて、商工会議所が事務局となり、これまでの行政主導の活性化策では得ることが難しかった市民各層のコンセンサス形成に向け、市民各層からなる中心市街地活性化協議会を立ち上げた。ハード・
ソフト両面から市民手作りの中心市街地活性化策などについて議論を交わし、事業展開につなげていく。

・整備方針３（子育て環境、住環境の充実により、中心市街地における定住人口の確保を図る）
　　●小さな子どもを持つ親が子どもを育てやすく、住みたいと感じるまちづくり。
　　●お年寄りと子どもが盛んに交流し、お年寄りが楽しみと生きがいを持って生活できるまちづくり。

　　●公園　　本町公園、桃山公園

方針に合致する主要な事業
・整備方針１（交通手段の集中した市の玄関口を拠点として、郊外、市外との交流を盛んにする）
　　●子どもからお年寄りまでが気軽に集える交流拠点づくり
　　●交通網が集中している駅前であることを活かし、全市から人が集まる交流拠点づくり。
　　●市の玄関口であり、観光客を始めとする他地域の人との交流拠点とし、情報発信的な機能を整備する。
　　●市役所機能の一部を移転することにより、人の流れを誘導する。

　　●既存建造物活用事業　　駅前ビル
　　●地域創造支援事業　　駅前ビル

・整備方針２（楽しく、安全に歩いて暮らせるまちづくりを通して、中心市街地ににぎわいを取り戻す）
　　●工場を出入りする大型トラックや通勤自動車等を地域住民の生活道路から分離させる。
　　●公園や学校、保育園等の公共施設が点在し、子どもからお年寄りまで楽しみながら歩けるまちづくり。
　　●お年寄りも障害者も安心して歩けるバリアフリーのまちづくり。
　　●災害等の発生時に公共施設を避難所として機能させる安全で安心なまちづくり。

　　●道路　　市道485号線
　　●道路　　駅前広場
　　●地域生活基盤施設　駅前市営駐車場（耐震改修）
　　●高質空間形成施設　駅前トイレ



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

中津川市 直 ７２８ｍ 20 22 20 22 465 465 465 465

中津川市 直 ７７０６㎡ 20 22 20 22 49 49 49 49

中津川市 直 １．１ｋａ 18 18 18 18 50 50 50 50

中津川市 直 ０．６９ｈａ 18 18 18 18 29 29 29 29

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 中津川市 直 － 21 21 21 21 60 60 60 60

高質空間形成施設 中津川市 直 － 18 18 18 18 26 26 26 26

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 中津川市 直 － 18 22 18 22 488 488 488 488

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,167 1,167 1,167 1,167 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
中津川市 直 462㎡ 18 22 18 22 32 32 32 32

中津川市 直 612㎡ 18 22 18 22 43 43 43 43

中津川市 直 224㎡ 18 22 18 22 16 16 16 16

中津川市 直 １５９２㎡ 18 18 18 18 44 44 44 44

中津川市 直 － 21 22 21 22 3 3 3 3

－

－

－

合計 138 138 138 138 …B
合計(A+B) 1,305

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
中津川市 国土交通省 ○ 17 17 80

中津川市 ○

合計 80

交付期間内事業期間

交付対象事業費 1,305

事業 事業箇所名 事業主体

交付限度額 525 国費率 0.402

地域活動拠点 駅前ビル

駅前広場

規模
（参考）事業期間

直／間

公園
本町公園

桃山公園

細項目 うち民負担分

道路
市道中津485号線

－

駅前市営駐車場

駅前ビル

駅前トイレ

－

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

大学ｻﾃﾗｲﾄ教室 駅前ビル

市行政窓口 駅前ビル

アスベスト除去

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

－

駅前ビル

規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

－
まちづくり活
動推進事業

－

中津川駅バリアフリー化事業負担金 中津川駅

空き店舗活用事業補助金 中津川駅前周辺

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名



都市再生整備計画の区域

中津川駅周辺地区（岐阜県中津川市） 面積 70 ha 区域 栄町、太田町、本町、桃山町、小川町、北野町、中川町、駒場

【図面作成上の留意点】

・下図は都市計画総括図を使用すること。未都
計の場合は、適宜下図を作成すること。
・Ａ４横長であれば、縮尺は自由。ただし、必ず
スケールバー・方位を記入すること。
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りと
し、地区名、区域面積を記入すること。
・地区の相対的な位置関係が明確になるよう
に、国道、高速道路、IC、鉄道、鉄道駅、ランド
マークとなるような施設（市役所、文化会館等）
については、必ず図示すること。
・その他必要な事項は適宜追加してよいが、必
ず凡例を記入すること。

【記入要領】
・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。
　　　例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部

ＪＲ中央線

国道１９号線中津川駅周辺地区
７０ｈａ

Ｎ



施設利用者数 （人／年） 30,066 （16年度） → 50,000 （22年度）

歩行者通行量 （人／日） 897 （17年度） → 1,000 （22年度）

公園利用者数 （人／日） 145 （17年度） → 250 （22年度）

避難所収容人数 人 260 （17年度） → 1,000 （22年度）

　中津川駅周辺地区（岐阜県中津川市）　整備方針概要図

目標
　　　　市の中心市街地として、にぎわいがあり、子どもから

　　　　　　　　　お年寄りまで安全・安心にいきいきと暮らせるまちづくり

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業 公園
桃山公園

■基幹事業 公園
本町公園

○関連事業
中津川駅バリアフリー化

○関連事業
空き店舗活用

○関連事業
おいでん祭

■基幹事業 道路
駅前広場

■基幹事業 既存建造物活用事業
駅前ビル
地域交流センター

□提案事業 地域創造支援事業
駅前ビル
大学サテライト教室
市行政窓口
アスベスト除去

■基幹事業 道路
市道中津485号線

■基幹事業 地域生活基盤施設
駅前市営駐車場（耐震改修）

□提案事業
事業活用調査
事業効果分析調査

■基幹事業 既存建造物活用事業
駅前ビル駐車場

□提案事業 地域創造支援事業
駅前ビル駐車場

■基幹事業 高質空間形成施設
駅前トイレ


